
近況報告～新たに机やイスを210も買うのはオカシイ！

　　　　　　　　　合併で、職員数は減るはずでしょ　12／10 

企画総務委員会で、12月補正予算が審議されました。
辛口101号で、お知らせした通り、
合併準備として、210セットもの職員用の備品購入費3800万円余が
計上されています。

しかし、今後10年で、170人もの職員が減ることになっています。
なんで今、210も買わなきゃいけないのか？
どう考えてもおかしいでしょ。算数が合わないじゃないですか。
それも、このお金のない時に借金で…安易過ぎです！

「やっていけなくなるから、合併でやりくりを！」
「血税は一円たりともムダにしません」といったのは市長です。

臨時職員は解雇され、官製ﾘｽﾄﾗが問題になっている時期。
西尾市とて例外ではありません。
町役場には、まだ使える机やイスだけが山と残されるなんて、哀しい限り。
弱い立場の人が切られ、モノが安易に買われる。
それって、ハコモノ行政の考え方そのものじゃありませんか。

調査をして、３町間でもやりくりし合って、使えるものは使うとの答弁は
得ましたが、同時に、購入数そのものを再考すべきです。
庁舎改修そんなこんなで、補正に出ている経費は、１億円を優に超します。


